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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月5日(2015.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録液の液滴が吐出されるノズル孔に連通する個別液室が複数形成された液室基板と、
前記液室基板の前記ノズル孔と反対側の領域に振動板を介して設けられた該振動板側の下
部電極、圧電体及び上部電極が積層されて構成された電気機械変換素子と、を備え、前記
上部電極の一方の端部側には引出し配線が接続されており、前記下部電極及び前記上部電
極への電圧の印加により前記圧電体を振動させて前記振動板を変形変位させることで、前
記個別液室内の記録液を加圧して前記ノズル孔から液滴を吐出させるインクジェットヘッ
ドにおいて、
　前記電気機械変換素子の前記引出し配線が接続されている側の、前記個別液室の周壁と
該個別液室内との境界を横切る領域を含む所定範囲では、前記上部電極に電極面を除去し
た電極除去部が形成されていることを特徴とするインクジェットヘッド。
【請求項２】
　前記電気機械変換素子は、前記個別液室の長手方向に沿って配置されており、前記上部
電極の前記電極除去部は前記個別液室の長手方向に沿って細幅状に形成されていることを
特徴とする請求項１に記載のインクジェットヘッド。
【請求項３】
　前記電気機械変換素子は、前記個別液室の長手方向に沿って配置されており、前記上部
電極の前記電極除去部は前記個別液室の長手方向と直交する短手方向に沿って細幅状に形
成されていることを特徴とする請求項１に記載のインクジェットヘッド。
【請求項４】
　前記電気機械変換素子は、前記個別液室の長手方向に沿って配置されており、前記上部
電極の前記電極除去部は格子状又は千鳥状に形成されていることを特徴とする請求項１に
記載のインクジェットヘッド。
【請求項５】
　格子状又は千鳥状に形成された前記電極除去部の少なくとも一部は、前記境界を横切る
領域上に位置していることを特徴とする請求項４に記載のインクジェットヘッド。
【請求項６】
　前記上部電極の前記電極除去部の少なくとも一部は、前記個別液室の長手方向側に向け
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て幅が漸次狭くなっていることを特徴とする請求項２又は３に記載のインクジェットヘッ
ド。
【請求項７】
　インクジェットヘッドのノズル孔から液滴を吐出させて被記録媒体に記録を行う画像形
成装置において、
　前記インクジェットヘッドが請求項１乃至６のいずれか一項に記載のインクジェットヘ
ッドであることを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　前記目的を達成するために本発明は、記録液の液滴が吐出されるノズル孔に連通する個
別液室が複数形成された液室基板と、前記液室基板の前記ノズル孔と反対側の領域に振動
板を介して設けられた該振動板側の下部電極、圧電体及び上部電極が積層されて構成され
た電気機械変換素子と、を備え、前記上部電極の一方の端部側には引出し配線が接続され
ており、前記下部電極及び前記上部電極への電圧の印加により前記圧電体を振動させて前
記振動板を変形変位させることで、前記個別液室内の記録液を加圧して前記ノズル孔から
液滴を吐出させるインクジェットヘッドにおいて、前記電気機械変換素子の前記引出し配
線が接続されている側の、前記個別液室の周壁と該個別液室内との境界を横切る領域を含
む所定範囲では、前記上部電極に電極面を除去した電極除去部が形成されていることを特
徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明に係るインクジェットヘッドによれば、電気機械変換素子の引出し配線が接続さ
れている側の、個別液室の周壁と該個別液室内との境界を横切る領域を含む所定範囲では
、上部電極に電極面を除去した電極除去部が形成されているので、この所定範囲で上部電
極から圧電体に印加される電界領域が小さくなる。このため、電気機械変換素子の駆動時
にこの所定範囲での圧電体の撓み変位が小さくなるので、圧電体の前記所定範囲での応力
集中が緩和されて、クラック等による破壊が防止され、かつ電流リークや放電の発生を抑
制して高い信頼性を確保することができる。
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